
2002年6月

社団法人　日本物流団体連合会

物流ＥＤＩセンター



はじめに

　我が国の経済は、長期にわたる景気の低迷などきわめて深刻な状況に
あり、将来の経済再生の基盤を形成し、活力と創造性に満ちた日本の社
会を２１世紀において実現していくためには経済構造改革に一層強力に
取り組んでいくことが不可欠です。

　物流分野は、業種横断的な影響を有するため経済波及効果が大きく、
その高度化・効率化は緊急の課題です。

　最近、インターネット技術をはじめとした電子商取引の進展には目を見
張るものがありますが、中でも物流ＥＤＩは、最近の情報通信技術を活用し
た効率的な物流体制を構築し、ロジスティクスシステムの最適化を実現す
るための最も有効な手段のひとつとして捉えられています。

　このような環境下において当物流ＥＤＩセンターは、社団法人日本物流
団体連合会内に設置されました「物流ＥＤＩ標準の開発・改良および維持・
管理を行なう常設機関」として、物流ＥＤＩの普及促進に日々努力しており
ます。

　本資料は、2001年３月に発行した第１版に加筆・修正を行ったものです。
物流ＥＤＩをこれから導入しようとする皆様の入門書として、特に、中小のト
ラック事業者の皆様が「物流ＥＤＩ」を導入するにあたってご活用頂き、少
しでもお役にたてれば幸いです。

　なお当物流ＥＤＩセンターでは、関連資料として、以下の資料を発行して
います。本資料とともにご活用下さい。

　　　　・ＪＴＲＮ解説書（第１版）（2002年3月）（A4版42頁）

　　　　・物流ＥＤＩ「Ｑ＆Ａ」集（第２版）　（2002年6月）　（A4版38頁）

　　　　・物流ＥＤＩ紹介ＣＤ－ＲＯＭ（2000年版）

　　　　・物流ＥＤＩパンフレット　（A4版観音開き6頁）

　最後に本資料の取りまとめにあたり、ご協力いただいた関係各位に対し、
深く感謝の意を表します。

　　　2002年6月

社団法人　日本物流団体連合会／物流ＥＤＩセンター
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第一部　物流ＥＤＩ入門第一部　物流ＥＤＩ入門第一部　物流ＥＤＩ入門第一部　物流ＥＤＩ入門

１．１　物流ＥＤＩと導入効果１．１　物流ＥＤＩと導入効果１．１　物流ＥＤＩと導入効果１．１　物流ＥＤＩと導入効果

運送依頼

発注者受注者

発注情報

注文請け情報

物流事業者

集荷

運送完了報告

運賃請求

出荷依頼

受注業務 発注業務

荷受管理出荷管理

運送管理

入出庫管理
在庫管理

物流ＥＤＩ

商流ＥＤＩ

１．１．１　物流ＥＤＩとは１．１．１　物流ＥＤＩとは１．１．１　物流ＥＤＩとは１．１．１　物流ＥＤＩとは

　　ＥＤＩ（電子データ交換；Electronic Data Interchange）とは、複数の企業間にお
いて取引情報（例えば出荷指図や請求書など）を、標準的な規約によりコンピュー
タ間で電子的に交換することをいいます。

　下図のように、運送依頼情報や集荷情報などの物流に係わる業務に適用するＥＤ
Ｉを「物流ＥＤＩ」といいます。

　それに対し、商品の売買に伴う業務に適用するＥＤＩを「商流ＥＤＩ」といいま
す。

図１－１　物流ＥＤＩと商流ＥＤＩ図１－１　物流ＥＤＩと商流ＥＤＩ図１－１　物流ＥＤＩと商流ＥＤＩ図１－１　物流ＥＤＩと商流ＥＤＩ
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１．１．２　物流ＥＤＩに必要な基準１．１．２　物流ＥＤＩに必要な基準１．１．２　物流ＥＤＩに必要な基準１．１．２　物流ＥＤＩに必要な基準

　 １９８５年の通信自由化以来、大手企業が進めてきましたオンライン取引で
は、取引企業間ごとにデータ・フォーマットを定め、その都度多大なソフト開
発を行ってきました。

　その結果、個別オンラインが普及するにつれて、変換地獄といった弊害も増
加してしまいました。

　また、個別オンラインでは、中小企業が取引を行うことはコスト的に無理が
ありました。

　これらを解決する切り札として、標準化したデータ・フォーマットにより企
業間でデータ交換を行うＥＤＩが出現しました。この標準化したデータ・フォ
ーマットを「標準メッセージ」といいます。

　物流ＥＤＩを実現するには、データを間違いなく届ける通信伝達手段と取引
データを標準化した標準メッセージが必要です。

　標準メッセージの開発は、日本では業界ごとに行っています。標準メッセー
ジを記述する方式（構文規則）には、ＥＤＩＦＡＣＴ、ＣＩＩ、ＡＮＳＩＸ１
２などがありますが、日本国内ではＣＩＩが多く使用されています。このうち
ＥＤＩＦＡＣＴとＣＩＩは、平成１１年にＪＩＳ規格として制定されました。

　ＪＩＳ Ｘ ７０１２（ＣＩＩ）　ＪＩＳ Ｘ ７０１１（ＥＤＩＦＡＣＴ）

荷主 物流事業者

ネットワーク

標準規約標準規約標準規約標準規約

物流ＥＤＩ標準メッセージ物流ＥＤＩ標準メッセージ物流ＥＤＩ標準メッセージ物流ＥＤＩ標準メッセージ
BPID（機関＋ｻﾌﾞ機関＋版）ＪＴＲＮＦＦ２Ｃ

ﾀｸﾞ番号 エレメント名 属性 繰返 備考

00001 データ処理No. 9(5) 　
00002 情報区分コード X(4)　 『３００１』を使う
00003 データ作成日 Y(8)
00009 訂正コード X(1)　　 １：新規，２：変更，３：取消
30010 データ作成時刻 9(6)　　 共通コード

30001 運送依頼番号 X(20)
30002 運送送り状番号 X(20)
30031 荷届先検収区分 X(1)　　 共通コード
30034 送り状発行有無区分 X(1)　　 １：発行済み，２：未発行
30035 営業店止め区分 X(1)　　 共通コード
30051 運送手段コード X(2)　　 共通コード
30052 運送サービスコード X(2)　　 共通コード
30053 運送事業者サービスコード X(9)　　 共通コード
30054 運送ルートコード X(8)
30055 車輌種別（文章標記） X(20)
30056 車輌番号 X(20)
30057 積合せ番号 X(20)

　コントロール情報

　運送の基礎情報

図１－２　物流ＥＤＩ標準によるＥＤＩ取引図１－２　物流ＥＤＩ標準によるＥＤＩ取引図１－２　物流ＥＤＩ標準によるＥＤＩ取引図１－２　物流ＥＤＩ標準によるＥＤＩ取引
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１．１．３　物流ＥＤＩのメリット１．１．３　物流ＥＤＩのメリット１．１．３　物流ＥＤＩのメリット１．１．３　物流ＥＤＩのメリット

　　物流ＥＤＩを導入した場合のメリットは、荷主側、物流事業者側それぞれ図
１－３の通りです。

・依頼データの自動入力
　（運送依頼、入出庫依頼等）
・作業指示書等の自動発行
・入出庫、配車の迅速化
・配送先の迅速変更
・正確な在庫管理
・実績入力の省力化
・荷受検品・仕分等の自動化
・荷主への報告の迅速化
・作業の平準化
・新規顧客の獲得
・荷主との緊密な関係の確立

・依頼データの自動送信
　（運送依頼、入出庫依頼等）
・出荷作業の迅速化
・運送状態把握の迅速化
・在庫状況把握の迅速化
・配送先の迅速変更
・商品提供の迅速化
・在庫の削減
・物流コストの削減
・請求照合作業の省力化
・物流事業者との緊密な
　関係の確立

荷主企業荷主企業荷主企業荷主企業 物流事業者物流事業者物流事業者物流事業者物流ＥＤＩ物流ＥＤＩ物流ＥＤＩ物流ＥＤＩ

移動無線

　ＥＤＩの導入が始まった当初には、「取引先ごとに専用端末を設置して
いった結果の多端末現象」、「取引先ごとにフォーマットを変換する変換
地獄」が解消できることが最大のメリットと言われていました。

　しかし、ＥＤＩは取引先との単なるデータ交換としての一つの道具では
なく、取引データを標準化することで、あらゆる企業が必要な相手と必要
な時に取引が行えるオープンなネットワークを確立するといった面を持っ
ています。この全産業界で共通に利用できるインフラづくりがＥＤＩの大
きなメリットでもあります。

　インターネットなどのオープンなネットワークの時代にマッチしたＥＤ
Ｉを導入することで、容易で安価な物流システムの構築も可能となります。

図１－３　物流ＥＤＩのメリット図１－３　物流ＥＤＩのメリット図１－３　物流ＥＤＩのメリット図１－３　物流ＥＤＩのメリット
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１．１．４　物流ＥＤＩの導入コスト１．１．４　物流ＥＤＩの導入コスト１．１．４　物流ＥＤＩの導入コスト１．１．４　物流ＥＤＩの導入コスト

（１）ＥＤＩ導入費用の考え方
　　一般的なＥＤＩ導入コストは、固有フォーマットによるオンライン取引の
　導入の場合と同様に、ケースバイケースで大きく異なりますが概ね以下の
　費用が必要になります。

　　・ＥＤＩトランスレータ購入費

　　・通信ソフトウエア購入費

　　・モデム購入費

　　・ＶＡＮを経由する場合はＶＡＮ加入費

・自社内のデータからＥＤＩで送信するために必要なデータを抽出する、
また、ＥＤＩで受信したデータを自社内のデータとして取込むためのソフ
トウエア開発費

（２）ＥＤＩ導入費用の試算

　　　　費　用　項　目　　　　　　　　　金　額（円）
通信ソフト、ＥＤＩトランスレータ

ＥＤＩデータ抽出、取込みソフトウエ
ア開発費（ユーザによって異なります）

マッピング費用

標準企業コード登録料（3年間）

　荷主と運送事業者の間で、パソコンで物流ＥＤＩを導入する場合のＥＤＩ費
用の試算の一例を下記に示します。

  50,000

ＩＳＤＮ加入料　　　　　　　　　　　　　　　　 800

50,000

200,000

 5,000

初期コスト合計　　　　　　　 　　　　　   302,800

初期コスト初期コスト初期コスト初期コスト

ランニングコストランニングコストランニングコストランニングコスト

ＩＳＤＮ回線使用料（INSﾈｯﾄ64）　   　　　　　  3,630／月

　　　　工事費　　　　　　　　　 　　　　　　 2,000

表１－１　ＥＤＩ導入費用試算例表１－１　ＥＤＩ導入費用試算例表１－１　ＥＤＩ導入費用試算例表１－１　ＥＤＩ導入費用試算例

　　　　　　　　　（INSﾈｯﾄ64/ﾗｲﾄ）　　　　      4,270／月

通信料　　　　　　　　　　　　　　　　加入電話と同額
機器（TA、DSU）をレンタルする場合　            　1,700／月

　　　　費　用　項　目　　　　　　　　　金　額（円）

（注）上記には、パソコン、プリンタは含まれていません。

　　　標準企業コード登録料は、物流ＥＤＩセンター会員で資本金１億円

　　以下の場合です。
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１．１．５　ＥＤＩ導入の効果１．１．５　ＥＤＩ導入の効果１．１．５　ＥＤＩ導入の効果１．１．５　ＥＤＩ導入の効果

　 産業情報化推進センター（現在の電子商取引推進センター）とＥＤＩ推進
協議会（ＪＥＤＩＣ）が実施した「国内外のＥＤＩ実態調査報告書（２００
０年版）」によりますと、「省力化が進んだ（55.6%）」と「事務処理コスト
が低減した（51.5%）」が多く、続いて「重点顧客とのパートナーシップが強
化された（38.2%）」、「社内の情報化・標準化が進んだまたは、進むきっか
けになった（33.5%）」となっています。その他の得られた効果として「顧客
満足度が向上した （22.7%）」、「納期の短縮が進んだ（22.1%）」、「在庫
量の削減および在庫の回転率が向上した （7.8%）」、「多端末現象の解消に
つながった（3.1%）」、 「変換地獄の解消につながった（1.6%）」をあげて
います。

０　　　　　　５０　　　　　　１００　　　　　　１５０　　　　　　２００　　　　　　２５０　　　　　３００　　　　　　３５０

省力化が進んだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　272(55.6%)

事務処理コストが低減した　　　　　　　　　　　　　　　252(51.5%)

重点顧客とのパートナーシップが強化された　　　　　187(38.2%)

社内の情報化・標準化が進んだ　　　　　164(33.5%)

顧客満足度が向上　　　　111(22.7%)

納期の短縮　　　　　　　108(22.1%)

在庫量　　38(7.8%)

　具体的な効果を示す例の一つとしては、家電メーカが部品調達にＥＤＩを導入
した効果を「日経ロジスティクス　1994年2月号」で、以下のような報告がされ
ています。

・伝票の紙代や郵送料、仕分けに要する人件費までコスト試算すると、
伝票１件あたり２００～３００円だったものが、１円に抑えられた。

・部品発注から受注までのリードタイムが、６日から１日に短縮できた。

・伝票入力作業がなくなったこと等で、調達トラブルの発生率は、1万
件あたり１００件からゼロに近づいた。

　ＥＤＩの導入により、このような事務処理の効率向上、正確性の向上、リー
ドタイムの短縮といった直接効果が期待できます。

表１－２　ＥＤＩ導入の効果表１－２　ＥＤＩ導入の効果表１－２　ＥＤＩ導入の効果表１－２　ＥＤＩ導入の効果
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　このようにＥＤＩを導入した場合の効果について、実際に導入している企業
から様々な報告がされており、直接効果、間接効果が確実に実証されています。

　ＥＤＩの導入が単なる業務改善のみではなく、企業戦略として取り組んでこ
そＥＤＩ導入の効果が大きくなります。

　このことは、（財）流通システム開発センター／ＯＢＮ情報センター発行の
書籍でも次のように述べられています。

　ＥＤＩ導入効果は経営の視点で評価する。ＥＤＩの効果が事業の中で循環する経営ストー

リーを作成して、資本の有効活用という視点で効果を算出、評価していくのです。いまやＥ

ＤＩ導入による効果を最大限に得るためには、経営者の積極的な参加と責任が必須です。

　　　　　　　　［出典；ＥＤＩ入門（（財）流通システム開発センター/ＯＢＮ情報センター発行）］

　また、「ＥＤＩの導入によって企業イメージが向上した。」とか「ＥＤＩ導
入をきっかけに業務変革ができた。」といった企業全体への波及効果も報告さ
れています。

運送事業者がＪＴＲＮを導入した例としては、業務工数が次のように大幅に削
減できたという報告があります。

・対Ａ荷主・・・運送２６％、入庫１０％、出庫７７％

・対Ｂ荷主・・・運送６７％、入庫５０％、出庫８０％

仕事の効率悪くて、

残業残業・・・

ＥＤＩで効率ア

ップ

デートの時間も

増えました

ＥＤＩ未導入会社　　　　　　　　　　　ＥＤＩ導入会社
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１．２．１　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮとは１．２．１　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮとは１．２．１　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮとは１．２．１　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮとは

　 物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ（ジェイトラン）は、物流ＥＤＩ推進委員会（物流
業務に関する取引情報のＥＤＩ標準規約の開発を行っている機関）において、
全ての産業界の物流ＥＤＩに適用できるように開発された国内統一の汎用物流
ＥＤＩ標準です。

　既に、運送依頼などの１４のトラック運送業務メッセージ、出荷依頼などの
１９の倉庫業務メッセージ、並びに共通業務メッセージとして着荷予定情報が
開発されています。

　 物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮの標準メッセージは、ＣＩＩシンタックスルール
（構文規則）を採用しています。

１．２　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ１．２　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ１．２　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ１．２　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ

　上記のメッセージの仕様等は、「物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ（２Ｄ版）」（平成
１３年９月発行）に記載されています。

　ＪＴＲＮの最新情報は、下記のホームページを参照してください。

http://www.transport.or.jp/edi.html

図１－４　ＪＴＲＮ標準メッセージの種類図１－４　ＪＴＲＮ標準メッセージの種類図１－４　ＪＴＲＮ標準メッセージの種類図１－４　ＪＴＲＮ標準メッセージの種類

トラック運送ＥＤＩ標準メッセージ

・運送計画情報

・運送依頼情報

・集荷情報

・荷渡確認情報

・運送状況情報

・配達指定情報

・運送完了報告情報

・受領情報

・運賃請求情報

・運賃請求明細情報

・運賃請求明細確認情報

・運賃支払情報

・運賃支払明細情報

・配送エリアマスター情報

倉庫ＥＤＩ標準メッセージ

・出荷依頼情報　　　　　　　・出庫報告情報

・在庫引当通知情報　　　　　・機番報告情報

・入庫予定情報　　　　　　　・入庫報告情報

・流通加工依頼情報　　　　　・流通加工報告情報

・在庫報告情報　　　　　　　・在庫差異報告情報

・在庫調整報告情報　　　　　・在庫調整報告承認情報

・倉庫料金請求情報　　　　　・倉庫料金請求明細情報

・倉庫料金請求明細確認情報　・倉庫料金支払情報

・倉庫料金支払明細情報　　　・品名マスター情報

・荷届先マスター情報

共通ＥＤＩ標準メッセージ

・着荷予定情報

ＪＴＲＮ標準メッセージの種類ＪＴＲＮ標準メッセージの種類ＪＴＲＮ標準メッセージの種類ＪＴＲＮ標準メッセージの種類 (ＪＴＲＮ2Ｄ版）
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１．２．２　ＪＴＲＮの開発方針１．２．２　ＪＴＲＮの開発方針１．２．２　ＪＴＲＮの開発方針１．２．２　ＪＴＲＮの開発方針

　　　ＪＴＲＮの開発は、以下のような考え方で行っています。

　①実際に導入あるいは導入を予定している企業の意見を最大限尊重し、実務
　　をベースとした標準メッセージの開発を行う。
　②机上だけの議論は極力避ける。
　③必要性の不確定なデータエレメントは、必要性が明確になった時点で追加
　　することとする。
　④今後のデータエレメントの追加は、原則として業界サブセット標準を作成
　　する過程、あるいは個別企業がＥＤＩの導入を検討する過程で必要になっ
　　たものに限り行うこととする。
　⑤個別企業からのデータエレメントの追加等の要望は、原則として業界団体
　　を通じて受けることとする。

　　このように「ＪＴＲＮ」は、導入する企業のための非常に柔軟性に富んだ
　ＥＤＩ標準です。あなたの会社で実際に「ＪＴＲＮ」を導入する場面におい
　て、どうしても足らないデータ項目（データエレメント）が出てきたら、Ｊ
　ＴＲＮ標準メッセージの中に追加することが可能です。あなたが物流事業者
　であれば、当物流ＥＤＩセンターへご相談ください。速やかに物流ＥＤＩ推
進委員会（ＬＥＤＩＣ）へ提案し、検討します。
　　物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮの改良要望の申請は、以下のような流れで行われ
　ています。

荷主 物流事業者

所属業界・団体

（社）日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼｽﾃﾑ協会 （社）日本物流団体連合会

物流ＥＤＩ推進委員会（ＬＥＤＩＣ）

申請者

物流ＥＤＩ標準ＪＴＲＮ

申請者

受付窓口

審査機関

通知

改定

申請 申請

申請（所定の様式） 申請（所定の様式）

整理 整理

決定（ﾃﾞｰﾀﾀｸﾞ番号の仮割り当て）

反映

標準集のバージョンアップ

図１－５　ＪＴＲＮ改良申請受付業務フロー図１－５　ＪＴＲＮ改良申請受付業務フロー図１－５　ＪＴＲＮ改良申請受付業務フロー図１－５　ＪＴＲＮ改良申請受付業務フロー
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１．３　ＣＩＩ標準の概要１．３　ＣＩＩ標準の概要１．３　ＣＩＩ標準の概要１．３　ＣＩＩ標準の概要

　１．３．１　ＣＩＩ標準とは１．３．１　ＣＩＩ標準とは１．３．１　ＣＩＩ標準とは１．３．１　ＣＩＩ標準とは

　　　ＣＩＩ標準とは、（財）日本情報処理開発協会　電子商取引推進センター
（Japan Information Processing Development Center /Electronic Commerce Promotion
Center）（元（財）日本情報処理開発協会　産業情報化推進センター）が作成した
構文規則（ＣＩＩシンタックスルール）に基づいて作られた業界ごとの規約の総称
をいいます。

ＣＩＩ－ＥＤＩサービス（ＶＡＮ）、ＣＩＩトランスレータ

Ａ業界標準

標準メッセージ

コードリスト

運用ガイド

ｅｔｃ

ＣＩＩシンタックスルール（ＪＩＳ　Ｘ　７０１２）

Ｂ業界標準 Ｘ業界標準・・・・・

Ｃ Ｉ Ｉ 標 準

１．３．２　ＣＩＩシンタックスルール１．３．２　ＣＩＩシンタックスルール１．３．２　ＣＩＩシンタックスルール１．３．２　ＣＩＩシンタックスルール

　シンタックスルールとは、構文規則とも呼ばれ、ＥＤＩメッセージの組立て方
法を示したものです。言語の文法に相当し、単語に当たるデータエレメント（デ
ータ項目）の並べ方やメッセージの先頭・末尾に付加すべきデータなどを規定し
ています。
　（財）日本情報処理開発協会　電子商取引推進センターが管理・規定している
シンタックスルールをＣＩＩシンタックスルールといいます。

　ＣＩＩシンタックスルールの特長としては、
　　・可変長データエレメント
　　・メッセージ内のデータエレメントの出現順序が自由
　　・純国産のシンタックスルール
などをあげることができます。

図１－６　ＣＩＩ標準図１－６　ＣＩＩ標準図１－６　ＣＩＩ標準図１－６　ＣＩＩ標準
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１．３．３　ＣＩＩ標準のメッセージ構造１．３．３　ＣＩＩ標準のメッセージ構造１．３．３　ＣＩＩ標準のメッセージ構造１．３．３　ＣＩＩ標準のメッセージ構造

ファイル

メッセージグループ メッセージグループ

　ＭＧＨ　　　　メッセージ　　　　　メッセージ　　　　　メッセージ　　　　　　ＭＧＴ

　ＭＨ　　　　ＴＳ　　　ＴＦＤ　　１ ＴＦＤ　　ｎ　　　　ＴＥ

　データ・タグ　　　　　データ長　　　　　　　　　　データ

・・・・・

・・・・・・

ＭＧＨ：メッセージグループヘッダ　　　　ＭＧＴ：メッセージグループトレーラ

ＭＨ：メッセージヘッダ　　　ＴＳ：ＴＦＤエリア開始子　　　ＴＥ：ＴＦＤエリア終端子

ＴＦＤ：伝送形式データ要素（Transfer Form Data element）

　ＣＩＩ標準のメッセージ構造は、以下のような階層構造になっています。ＴＦ
Ｄと呼ばれる「データ・タグ、データ長、データ」のかたまりを最小単位とす
るメッセージ構造が特長です。

図１－７　ＣＩＩ標準のメッセージ構造図１－７　ＣＩＩ標準のメッセージ構造図１－７　ＣＩＩ標準のメッセージ構造図１－７　ＣＩＩ標準のメッセージ構造
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１．３．４　ＣＩＩ標準の採用業界１．３．４　ＣＩＩ標準の採用業界１．３．４　ＣＩＩ標準の採用業界１．３．４　ＣＩＩ標準の採用業界

表１－３　ＣＩＩ標準の採用業界一覧表１－３　ＣＩＩ標準の採用業界一覧表１－３　ＣＩＩ標準の採用業界一覧表１－３　ＣＩＩ標準の採用業界一覧

（２００１年２月現在）

業　界　団　体　名 ＢＰＩＤ 登録年

１．（社）電子情報技術産業協会　ＥＤＩセンター
　　（旧（社）日本電子機械工業会ＥＤＩセンター）
２．石油化学工業協会
３．電気事業連合会
４．（財）建設業振興基金　建設産業情報化推進ｾﾝﾀｰ
５．（財）住宅産業情報サービス
６．（社）鋼材倶楽部
７．（社）日本電機工業会
８．（社）日本電線工業会
９．食品業界企業間情報システム研究会
10.（社）日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会
　　　（旧ホームセンターシステム研究会）
11.　物流ＥＤＩ推進機構
12.（社）日本ガス協会
13.　中小企業総合事業団
　　　（旧繊維産業構造改善事業協会）
14.（社）日本新聞協会広告委員会
15.　物流ＥＤＩ推進委員会（（社）日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼｽﾃﾑ
　協会／（社）日本物流団体連合会物流ＥＤＩｾﾝﾀｰ）
16.（社）日本自動車工業会
17.　通信資材ＥＤＩ推進部会
18.（社）日本広告業協会
19.　小型コンピュータ業界ＥＤＩ取引委員会
20.（社）日本アルミニューム協会
　（旧（社）日本アルミニウム連盟）
21. 石油連盟
22. （社）日本航空宇宙工業会
23. （社）電信電話工事協会

ＥＩＡＪ

ＪＰＣＡ
ＦＥＰＣ
ＣＩＮＴ
ＨＩＩＳ
ＪＩＳＩ
ＪＥＭＡ
ＪＣＭＡ
ＶＭＤＩ
ＪＤＩＹ
（ＨＯＭＥ）
ＴＲＰＴ
ＪＧＡＳ
ＴＩＲＡ

ＮＥＷＳ
ＪＴＲＮ

ＪＡＭＡ
ＣＰＳＤ
ＷＡＶＥ
ＨＷＳＷ
ＪＡＬＦ

ＰＡＪＥ
ＳＪＡＣ
ＴＦＣＡ

１９８９

１９９１
１９９１
１９９２
１９９２
１９９２
１９９２
１９９２
１９９２
１９９４

１９９４
１９９４
１９９５

１９９５
１９９５

１９９６
１９９６
１９９７
１９９８
１９９８

１９９９
１９９９
１９９９

（注）ＢＰＩＤ（ビジネスプロトコルＩＤ）

ＣＩＩシンタックスルールを用いて標準化を行うため、業界標準メッセージを

開発している機関、グループ等にユニークに付与する記号。

　ＣＩＩ標準を採用している業界・団体を、表１－３に示します。
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